














要約

新たなスクリーニングを導入する際の,具体的な評価枠組みを設定することにより,医療政

策の意思決定の基礎的な条件を検討したいと考えた。評価枠組みとしては,最も包括的な

米国の予防医療特別委員会の枠組みを用い,評価過程における基礎情報の収集と批判的吟

味に関する基準を設定した。また,あわせて経済的な効率の評価方法を臨床経済学の枠組

みにより設定した。最後に,評価に際しての問題と改善点について考察を加えた。


